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医学部 に つ い て は 、 『十年誌』 に そ の 前 半部
の歴史が詳述 さ れて い る 。 そ の 後 の 20年 に 至 る
最近の 10年 は 、 医学部が少年期 か ら 成人 に 成長
す る 、 い わ ば悩 み多 い 青年期 で あ っ た と も 言 え
る 。 し か し 多 く の 問題 を 抱 え な が ら も 、 着実 に
そ の足跡 を 残 し て い る 。
l 医学部各講座の開設及び諸施設の竣工
医学部医学科 は 、 昭和 50年10月 1 日 に 設置 さ
れ、 昭和55年 4 月 1 日 を も っ て 当 初計画 の講座
設置が完了 し 、 昭和57年 4 月 1 日 の 大学院医学
研究科博士課程設置 に よ り 教育研究体制 の一応
の完成 を 見 た 。
そ の後、 昭和61年 4 月 1 日 歯科 口 腔外科学講
座、 平成元 年 6 月 28 日 臨床検査医学講座、 平成
4 年 4 月 10 日 放射線基礎医学講座、 平成 5 年 4
月 1 日 和漢診療学講座が そ れ ぞ れ増設 さ れ、 教
育研究体制 の 一層 の充実が図 ら れ て き た 。
こ の 問、 医療従事者 の需給 計画見直 し の 一環
と し て 、 平成 2 年 4 月 に 医 学 科 の入 学 定 員 が
100人か ら 9 5 人 に 変更 さ れた 。
ま た 、 平成 5 年 4 月 1 日 に は 医学部の 2 番 目
の学科 と し て 看護学科 (入 学定員 60人、 3 年次
編入 学定員 10人) が設置 さ れた 。 平成 6 年 5 月
20 日 に は人間科学 ・ 基礎看護学、 臨床看護学、
地域 ・ 老人看護学 の各講座が設置さ れ現在学年
進行中 で あ る 。
施設面 で は 、 学科及 び講座の増設 を 踏 ま え 、
医学研究棟増設工事 (601m2 ) が平成 2 年 3 月
20 日 に 、 看護学科研究棟第 I 期工事 (3， 640m2 )
が平成 6 年 1 2 月 5 日 に そ れ ぞ れ竣工 し 、 さ ら
に 、 看護学科研究棟第 II 期工事 (2 ， 519ぱ ) が
現在施工 中 で あ る 。
2 カリキュラムの概要と改正
教育課程 に つ い て は 、 昭和58年 4 月 の制度全
般 に わた る 大改正 の 後、 幾度 か小規模 な 改正が
実施 さ れて き た 。 す な わ ち 、 昭和58年 4 月 以降
に 実施 さ れた 改正事項 の 主 な も のは 、 一般教育
等 の 科 目 の新設及び履修方法の 変更、 臨床実習
の 実施方法の変更、 講座増設 に 伴 う 科 目 の 新設
等 で あ る 。
平成 3 年 に 大学設置基準が大綱 化 さ れた こ と
に伴 い教養教育 を 含む教育課程全般 に わ た る 見
直 し が必要 と な っ た こ と 、 ま た 、 医療現場 に お
け る 様々 な 問題 を 踏 ま え 医師国家試験出 題基準
の 改正 が行 わ れ た こ と な ど に よ り 、 再 び カ リ
キ ュ ラム 全般 に わ た る 改正 が必 要 と な っ て き
た 。 す な わ ち 、 明 日 の 医療 を 担 う医 師 を 育成 す
る た め の ユ ニ ー ク な 一貫教育 は 如何 に あ る べ き
か、 そ の 理念の 確立 を 含 め 現在強力 な 推進 が図
ら れて い る 。 す な わ ち 医学部将来計画推進委 員
会、 医学科教務委 員 会 に 加 え 、 ワ ー キ ン グ グ
lレ ー プ を も 設置 し 、 平成 8 年度 に お け る シ ラ パ
ス の作成、 カ リ キ ュ ラム の 改訂 を 現在検討 中 で
あ る 。 な お 、 入 学 当 初 の 医学生の モ チ ベ ー シ ョ
ン を 高 め る た め に 、 全国的 に も い ち 早 く 導入 さ
れ た 早 期 体 験 実 習 (early exposure) は 学 内
外か ら 高 く 評価 さ れて お り 、 そ の 他 に も 研究室
体験実習 、 晩 期体験実習 の 導入 を も 考慮、 し て い
る 。
3 看護学科の発足
近年 の 科学技術の著 し い 進歩 は 、 医療 の 高度
化、 専門 化、 細分化 を も た ら し 、 ま た 、 人 口 の
高齢化 に 伴 い 様 々 な社 会 的 問題が発生 し て い
る 。 こ の 背景の も と で保健 ・ 医療 の 現場か ら 寄
せ ら れ る 様々 の 要請に 応 え う る 高度 の専門的知
識 と 医療技術 を 持 っ た 看護婦 (士) の 養成が急
務 と な っ て き た 。
こ れ ら を 踏 ま え 、 国 の 4 年制大学 に よ る 看護
系職員 の 養成計画が推進 さ れ、 平成 5 年 に 中部
地区国立大学 と し て は初 め て 、 本学医学部 に 看
護学科が設置 さ れた 。 入 学定員60人 を も っ て 高
校卒業者 を 受 け入 れ る と と も に 、 3 年次編入 学
定 員 10人 を も っ て 看護系短期大学卒業者等 を 受
け入 れ、 高度 な看護専門教育 を 行 う こ と と し て
い る 。 更 に は 、 学年進行 の 終了 を 待 っ て 大学院
修士課程 を 設置 し 、 看護教育及び研究者 の 養成
を f子 う こ と と し て い る 。
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看護学科設置 に 伴 う 講座等 の 整備予定計画 は
次 の と お り で あ る 。
講座の 新設
人間科学 ・ 基礎看護学 (大講座)
教授 に助教授 1 、 助手 2
臨床看護学 (大講座)
教授 6 、 助教授 2 、 助手 7
地域 ・ 老人看護学 (大講座)
教授 2 、 助教授 3 、 助手 2
一般教育等学科 目 の整備
行動科学 (新設) 教授 1
統計 ・ 情報科学 (新設) 教授 1
英語 (定員増) 助教授 1
な お 完成時 に は 、 医学部 は 教授53名 を 擁す る
複数学科の大所帯 と な る 予定 で あ り 、 そ の運営
等 に お い て 検討す べ き い く つ か の 課題 を も つ こ
と に な っ た 。
4 入学者選抜の状況
入学者選抜 は 、 大学入試セ ン タ ー試験 (共通
一次試験) と 本学の個別学力検査の 総合評価 に
よ り 実施 さ れて き て い る が、 医療及 び教育 に 従
事す る 者 と し て よ り ふ さ わ し い 者 の 選抜 を 行 う
た め 、 選抜方法 の 改善 と 多様化 を 図 っ て き た 。
し か し 、 こ の様 に 多様化 さ れた 入学試験 の 結
果が問題で あ り 、 入学後の学業成績 の 分析 な ど
を 踏 ま え 、 よ り 良 い 入学試験制 度 の 確立 に 向 け
て 検討段階 に 入 っ た 。
(最近10年 の 主 な 改善事項等)
昭和62年 試験科 目 毎 の 配点 を 公表
昭和63年 個別学力検査 に B 日 程 を 採用
平成元年 推薦入試 を 導入
平成 2 年 個別学力検査 を B 日 程か ら A 日 程 に
変更
平成 5 年 個別学力検査 を A 日 程か ら 分離 ・ 分
割方式 に 変更
前期試験科 目 : 数学、 理科 (物理 ・
化学) 、 外国語 (英語)
後期試験科 目 : 外 国 語 (英語) 、 小
論文
看護学科 (新設) 試験科 目 : 数学 I
• II 、 理科 I 、 英語 1 • II 、 小論文
平成 6 年 看護学科 に 分離 ・ 分割方式 を 導入
前期試験科 目 : 総合問題、 小論文
後期試験科 目 : 小論文、 面接
平成 7 年 調査書 の配点 を 公表
5 大学院教育
大学院医学研究科 は 、 昭和57年 4 月 1 日 に 設
置 さ れ生理系、 生化学 系 、 形態系及 び環境系 の
4 専攻 を も っ て 発足 し た 。 各専攻 は 、 以下の部
門 に よ り 構成 さ れ て い る 。
生理系専攻 (入学定員 9 人)
遺伝 ・ 発生 ・ 発達部門、 生体情報部門、
運動機構部門
生化学系専攻 (入学定員 7 人)
化学物質作用部門、 細胞生理化学部門、
内分泌 ・ 代謝部門
形態系専攻 (入学定員 6 人)
形態情報部門、 腫虜部門
環境系専攻 (入学定員 8 人)
免疫部門、 病原部門、 生態部門
昭和61年 3 月 に は第 1 期生16名が課程 を修了
し 、 平成 7 年 3 月 ま で に 156人 の 課程博士 を 送
り 出 し た 。
ま た 、 論文審査 に よ る 博士 の 学位授 与 は 、 平
成 7 年 3 月 ま で の 200人 と な っ て い る 。
な お 、 現在目設 の 基幹大学で進 め ら れて い る
大学院重点化構想 は本学部 に と っ て も 、 取 り 上
げ る べ き 重要 な 課題 で あ る 。 医科薬科大学 と い
う 特徴 を 生か し 、 社会的要請 に 合 っ た 大学院重
点化構想 の確立 に 向 け 、 検討 に 入 っ た 段階 で あ
る 。
6 進路状況
医 学 科 の 卒 業 生 は 平成 6 年度 で 第 14 回 を 数
え 、 卒業者 の 合計 は 1， 348人 と な っ た 。 卒業者
の 進路 は 、 分野別 に見 る と 大学附属病院 ・ 大学
院、 他大学 の 附属病院 ・ 大学院、 県外の一般病
院、 県 内 の 一般病院 の 順 に 多 い が、 卒業後本学
に 残 る 者 の 割合 は 、 ここ数年40�50% 台 を推移
し て い る 。 医学部 と し て は 、 卒後教育検討委員
会、 医学部渉外委員会が 中心 と な り 、 卒業生 を
受 け 入 れ る 公的関連病 院 の 拡大 や受入環境の整
備、 卒後研修体制 の 充 実 な ど の 一 層 の 強 化 を
図 っ て お り 、 卒業生の本学へ の 残留率の 向上 に
よ り 、 地域医療 へ の 寄 与、 本学の教育診療体制
の一 層 の充 実 を 目 指 し て い る 。
な お 、 医師国家試験の合格率 は 、 第 I 期生 の
昭和57年以降平成 6 年 ま で16 回 の 平均で89. 5%
で あ り 、 国立大学 の 中 で も 上位 の 成績 を 残 し て
い る 。
看護学科 は 、 平成 9 年 3 月 に 第 1 期生が卒業
を迎 え る が、 受入 先 に つ い て 今後関係方面 に 働
き か け て い く こ と と し て い る 。
7 研究活動等
( 1 )研究活動 は 教育、 診療活動 と 共 に 、 医科大
学 に お い て 最 も 重視 す べ き 領域 で あ る 。 開学当
初 は 、 学生教育の 準備や ま た 診療 の充 実 に 一 同
が多 く の 時間 を 費や し 、 大学本来 の 目 的 の 一 つ
であ る 真理追究 の た め の研究活動 は 時間的、 経
済 的、 人 的 制 約 の 中 で 自 ら 制 限 さ れ る 傾 向 に
あっ た こ と は否 め な い事実で あ ろ う 。 と 言 い な
が ら も 、 こ れ ら の 困難な事態 に 挑戦 し 、 着実 に
そ の研究成果 を 世 に 問 う こ と の で き た 教室 も 数
少 な か ら ず あっ た こ と は 明 記 す べ き で あ る 。
“論 文発表か ら み た 日 本の生命科学" ( 山 崎茂
明) に 1989年度 に お け る 本邦 に お け る 各大学医
学部 ま た は薬学部 の 生命科学 に 関す る論 文数及
び論 文生産係数 (講師以上研究者I 人 当 た り の
生産論 文数) が掲載 さ れて い る 。 26位 ま でのラ
ン キ ン グが掲載 さ れて い る が、 残念 な が ら 本学
部 は こ の 中 に 名 を 連ね て お ら ず、 特 に 依頼 し て
取 り 寄せ た 未発表 デー タ に よ れ ば本学部 の ラ ン
キ ン グ は 107学部 中論 文数 で58位、 論 文生産係
数 で 68位 で あっ た 。 し か し 、 1995 年 に も 「 メ
デイ カ ル朝 日 」 に 1993年の ラン キ ン グが発表 さ
れた が、 フ ァ カ ル テ ィ論 文生産係数 ラ ン ク は 全
国80医科大学中30位、 全研究者論 文生産係 数 ラ
ン ク 78医科大学中21位 と 、 明 ら か な 上昇 を示 し
て お り 、 研究活動が国公私立 の 旧設医科大学 に
追 い つ き 、 い ま や凌駕す る段階 に ま で至っ た 事
を示 し て い る 。
(2)医科薬科大学医学会
本学 に お け る 医学研究 の振興 に 寄与す る こ と
を 目 的 と し 、 学術集会 の 開催、 学会誌の刊行等
の事業 を行 う た め 、 昭和54年 4 月 に 富 山 医科薬
科大学医学会が発足 し た 。
現在 ま で に 、 学術集会 と し て 新任教授 の 就任
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講演、 離任教授 の 最終講義、 著名 な 内外研究者
の 特別講演 を 主催又 は 共催 し て き た 。
ま た 、 平成 3 年 7 月 に 大学設置基準が大綱 化
さ れた こ と に 伴 い 、 各大学が個性 あ る 教育 ・ 研
究 を 自 由 に 展開 で き る よ う に な り 、 大学教育の
点検 ・ 評価及 び カ リ キ ュ ラム の改革等が進 め ら
れ て い る 現状 に 鑑 み 、 本 会 も 平成 5 年12 月 に
「本学 に お け る 医学教育 の 改革」 と 題す る シ ン
ポ ジ ウム を 開催 し 白 熱 し た 討論 が な さ れた 。
今後、 薬学部及 び和漢薬研究所 と も 連携 を と
り つ つ 、 共 同研究 の 実施、 学術集会 の 開催等 に
積極的 に 取 り 組む こ と に よ り 研究活動 の充 実 向
上 を 図 る こ と と し た い 。
ま た 新設の看護学科 に お い て も 、 そ の研究活
動推進の た め 、 看護学科紀要第 1 号が発刊 さ れ
た 。
(3) そ の 他の活動
平成 3 年 9 月 に 、 富 山 医科薬科大学 自 己評価
等検討委 員会が設置 さ れ、 自 己評価 の在 り 方、
具体的方策等の検討が な さ れ、 そ の後富 山 医科
薬科大学点検評価委 員会 の 設置 を 経 て 、 平成 5
年 7 月 に 全学 と し て は第 1 回 の 点検評価の 結果
が 「大学改革へ の 序章 富 山 医科薬科大学の点
検 ・ 評価1992J と し て 公表 さ れた 。 医学部 と し
て は 、 更 に 研究教育の活性化 を 図 る た め 、 独 自
に 点検評価 を 各講座 レ ベ ル ま で引 き 下 げ、 各講
座 に お け る 教育研究 の詳細 は も と よ り 、 医学部
を 構成す る 教官 (教授、 助教授、 講師 は も と よ
り 5 年以上在籍の 助手 を 含 め る ) の個人業績 に
至 る迄 の 自 己点検 を 白 書 と し て公 表 し た 。 す な
わ ち 「 富 山 医科薬科大学医学部教育 ・ 研究 の 歩
み一現状 と 展望 1994J (平成 6 年 4 月 発行) で
あ り 、 医学部 の 現状 を 世 に 問 い 明 日 へ の エ ネ ル
ギ ー の糧 と し た 。
終わりに
振 り 返っ て み れ ば、 開学当初 は こ の立派な杉
谷の キ ャ ン パ ス も な く 、 県立中部高校の 旧校舎
に 間借 り し授業が開始 さ れた も の で あ り 、 感慨
深 い も の が あ る 。 こ の 様 な揺藍 の 時期 か ら 20
年、 富 山 医科薬科大学 は 発展 を 続 け 、 人間でい
え ば成人式 を 迎 え た こ と に な る 。
医学部で も 、 創設 の 時代 に 御苦労 さ れた 初代
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教授 の 何人 か の 先生 は既 に 退官 さ れ、 こ れか ら
の 10年足 ら ず の 聞 に 創設 を 担わ れた ほ と ん ど の
先生 も 大学 を 去 ら れ、 ま さ に 世代交代 の 時期 と
い え る 。 一方、 医学部医学科の第 1 期生 は 卒業
後14年 を 経過 し 、 今や 臨床医学 の第一線で は 中
堅と し て 各方面で活躍 し て お り 、 基礎医学 で は
既 に 本学で 2 人 の助教授が誕生 し た 。
こ の様 に 、 富 山医科薬科大学医学部 は 最近誕
生 し た 看護学科 も 含 め 、 着実 に そ の 20年の足跡
を 残 し つ つ あ る が、 問題 は こ れか ら で あ る 。 日
本 に あ る 80 も の医科大学、 ま た 40 に お よ ぶ看護
大学の ラ イ バ ル に 引 け を 取 ら な い様 に し て い か
な け ればな ら な い 。 建物 は 立派 に 造 ら れた が、
問題 は そ れ を 構成 す る 人で あ る 。 後世の大学関
係者 に “ 1995年当 時の教職員 や学生 は い っ た い
何 を や っ て い た の か" と 批判 さ れ る 事の な い様
に 、 先 を見つ め て 本学 の 将来 を 築 く こ と が必要
で あ ろ う 。 (医学部長 高久 晃)
第 2 節 薬学部及び薬学研究科 白
第2節 薬学部及び薬学研究科
本学部 の 歴史は、 1893年(明治26年) に 設立
さ れた 共立富山薬学校に 始 ま り 、 専門学校令に
基づ く 第 1号薬学専門学校( 1907年) 、 官立第
1号薬学専門学校(1920年) 、 新制大学 の 第 1
号大学院薬学研究科( 1963年) 、 医科薬科大学
創設へ の 参加(1975年) 、 新制大学 の 第 1号薬
学研究科博士課程 の 設置 ( 1978 年) を経 て 、
19 92年 に 創立百 周年を迎えた 。 1986年以降の 10
年の歩 み の特記 項 目 は以下 の と お り で あ る 。
1 学部講座の改組と 教室名通称の変更
医科薬科大学への移管 に 伴 っ て 、 富山大学 に
お け る 薬学科、 製薬化学科の2学科14講座か ら
1 学科(薬科学科) 6 大講座制 と な っ た 経緯 に
つ い て は 10 周年記 念誌 に 詳 し い 。 1990年 に 6 大
講座 の 一 つ 「物理薬剤学( 3 教室) J を改組 し
て 「薬剤設計学J I薬物生理学」 と す る こ と に
よ り 7 大講座制 と し た が、 定員純増 は無い結果
と な っ た 。 ちな み に 、 各講座定員(教授、助教授、
(講師) 、 助手 の 各定数) は次 の と お り で あ る 。
薬剤薬理学(2、 2、 3 ) 、 臨床分析学(2、
2、 3 ) 、 医薬品化学(2、 2、(1)、 4 ) 、 衛生 ・
生 物 化 学 ( 3 、 3 、 4 ) 、 薬 用 資 源 学 ( 3 、
2、 3 ) 、 薬剤設計学(2、 2、 3 ) 、 薬物生理
学(2、 2、 1 ) 、 薬用植物園( 0 、 1 、 1 ) 。
一方、 大講座の 中 で の 最小研究 単位と し て の
教室識別 は 、 予算執行上 の 便宜措置 と し て 1986
年度 か ら 、(第一) 、(第二) 、 ……を付 し て き た
が、 これ は 無論教授 会 の 議を経た も の で も な
く 、 官制上の 裏付 け の あ る も の で も な か っ た 。
加えて 、 この よ う な 序数呼称 は 学生 に と っ て 認
識不能の も の で あ り 、 事務的 に も 伝票処理の 過
誤を招 く などの経過が あ っ た ため、 教授会の 議
を経て 1994 年度 か ら 出来 る 限 り 教室の 担当す る
教育 ・ 研究実態 を表 す呼称、を用 い る こと と し
た 。 14研究室名 は、(薬剤薬理学) 薬剤学、 薬
品作用 学;(臨床分析学) 分析化学、 毒性学;
(医薬品化学) 薬化学、 薬品製造学;(衛生 ・ 生
物化学) 衛生化 学、 生化学、 細胞生物学;(薬
用 資源学) 生薬学、 合成化学;(薬剤設計学)
物理化学、 量子化学;(薬物生理学) 生物物理
化学の と お り で あ る 。
2 カリキュラムの改革
生命科学 に 関わ る 薬学 の 立場 は、 疾病治 療薬
の 創製 と 供給 と 適用、 そ し て 地球生態系 の一環
と し て のヒト の健康を繰 る 健常環境の保全へ の
貢献 に あ り 、 ま た ヒト と の 関わ り に お い て 、 人
間性 に 対す る 歴史観の 醸成を求心力 と す る 高い
品性 と 教養 に 裏打ちされた プロへの 道を 目 指 し
て い る 。 これ は 学部 と し て そ の教育課程の 一貫
性が特に 求め ら れ る ゆえんで も あ る 。
大学設置基準の 大綱化(1991年 7 月 ) に よ る
大学の 多様化、 個性化、 高度化 の駆動原理 は 、
薬学部 に お け る 系統的 4 年間一貫教育 カ リキ ュ
ラ ムの 編成 に と っ て 格好の機縁 と な り 、 1994年
度 中 に カ リキ ュ ラ ム改革を完了 し た 。 詳細 は省
く と し て 、 『平成 7 年度( 1995年) 薬学部履修
規程』 に 見 る 特筆項 目 を以下 に 掲 げ る 。
イ . 教養 ・ 基礎教育科 目 の総合化へ の 軌跡
教育課程が 単一化 し て 、 従来 の模形 と 称す る
変則型か ら 明確 な 一貫教育型 に 移行 し たこ と に
伴 い、 教員 は教養教育で あ る と 専門教育で あ る
と を問わず協力 し て 、 薬学 の 基礎教育か ら 専門
教育へ と 段階的 に 進行す る カ リキ ュ ラ ム に 参加
す る とと と な っ た 。 4 年間教育 で は、 薬剤師を
代表 と す る 薬学の専門的な 職能 に 対応 し た 教育
を重視 し 、 教養 ・ 基礎教育 カ リキ ュ ラ ム は、 専
門教育の 基礎 と な る 一般的な 知的レベルの 函養
と 知的能力の開発を 目 的 と し た も の と な ら ざ る
を得な い 。 し か し 、 臨床薬学領域 の 拡充 に 伴 っ
て 、 クスリ と 共 に ヒト中心のポリ シ ー に 立 っ た
カ リキ ュ ラ ム も 展望 し て い る と こ ろ で あ る 。
i ) 人文 ・ 社会科学
『主題別科 目 � �セ ミナー型科 目 � �総合科 目 』
に 分 け、 前 一 者 は 指定 選択科 目 で、 中 項 目 を
「歴史 と 文 化 (言葉 と 文 学、 歴史 と 異 文 化 理
解) 」; 「人 間 と 社会(存在 と 倫理、 社会 と 法) J ; 
「心 と 行動(心 の 科学) J; 「 周辺領域(比較地域
構造論、 薬 と 経済、 異文化理解、 社会 ・ 文化 と
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人 間、 現 代 の 政 治、 日 本 の 歴 史 と 文 化) J と
し 、 後二者 は (入社セ ミ ナ ー I 、 入社 セ ミ ナ ー
II ) ; (人間 と 環境) で 自 由選択 と し た 。
ii ) 自 然科学
「物理学実験J I化学 実験J I生物学実験」 は
そ れ ぞ れ2年次後学期、 3 年次前学期 に 、 い ず
れ も 専門科 目 実習 と 連携 し た 日 程で実施す る 。
iii) 外国語科 目
第二外国語 に 第 2 英語 を 新設。
ロ . 学年進行 に 伴 う コ ア カ リ キ ュ ラ ムか ら コ ー
ス カ リ キ ュ ラ ムへ の 展 開
系統的な 4 年間一貫教育 の 各学年配当 主要授
業科 目 は 、 ( 1 年次) 教養 ・ 基礎教育科 目 /物
理化学 系 科 目 ; ( 2 年次) 有機化学 系 科 目 /生
物系科 目; ( 3 年次) 医薬品 系 科 目; ( 4 年次)
卒業研究 (含演習) と な っ て お り 、 ま た 必修講
義 科 目 ( 単位) は 、 1 年次 : 1 3 科 目 (19. 5 単
位) ; 2年次 9 科 目 (16 3/4単位) ; 3 年次 :
5 科 目 (7. 5 単位) と 、 学年進行 と と も に 減 少
し 、 逆 に 選択科 目 が増加 し て い る 。 こ れ は 、 学
年進行 に 伴 っ て 必修科 目 が中 心 の コ アカ リ キ ュ
ラ ムか ら 選択科 目 が 中 心 の コ ー ス カ リ キ ュ ラ ム
に 移行す る こ と を意味 し て い る 。 し た が っ て 、
特 に 3 年次 に お い て 、 学生が “将来 の 進路 を意
識 し た 授業科 目 選択で履修" す れ ば、 実質的な
コ ー ス 制 の 具現 と な る 筈であ る 。
更 に 、 医学部教官 の協力支援 に よ る 従来か ら
の 「生理学J I人体機能形態学 I 、 II J I免疫学 ・
病原微生物学」 の ほ か に 、 更 に 「疾病学J I臨
床 医学各論 I 、 II J を加 え て 、 医療薬学関連授
業科 目 を 充実す る こ と が出来た 。
か く て 、 1 年次 か ら 3 年次 ま でで 「薬学 の 知
識」 を 修得 し 、 「知的能 力 」 を 高 め る こ と が で
き る 。 そ し て 「 自 ら 考 え 、 行動 す る 習慣」 を 身
に つ け る に は 「卒業研究」 な る 小人数教育が適
し て い る 。 教壇の上か ら 降 り 注 ぐ 情報 を 受信す
る こ と に 追わ れ て い た 学生が、 自 ら 情報 を 発信
す る 、 主体性の あ る 、 い わ ゆ る カ ゼ を ひ か な い
学生 に 変身 し て 社会へ と 巣立 つ た め の 、 卒業研
究 の 充 実で あ る 。
ハ . 授業効果 向上へ の取 り 組み
多 様 な 入試方法 の 実施 に よ っ て 入学 し た 、 教
科 目 聞 に 学 力 差 の あ る 学生達 を教育 し 、 所定 の
習熟水準 を 達成す る こ と が緊急の 課題 と な り 、
幾 つ か の取 り 組み を 行 っ た 。
i ) 1 講時80分、 1 日 5 講時制 の 導入
医療薬学関連科 目 拡充 を 含 め た 新授業科 目 開
設への 必要性 も あ り 、 ま た 学生の 集 中 力 持続限
度 に 基づ く 1 講時100分制批判 に も 配慮、 し て 、
“新 し い 知 識 は 厳選 し て コ ン パ クト に 70分 で"
教授 し 、 “学力 差 の あ る 学生へ の対応 (review，
summary) に 10 分 を " 使 う こ と を 念頭 に お い
た 改革で あ る 。
ii ) 修得 単位数根拠の是正 と 卒業要件 単位数
の 見直 し
旧 カ リ キ ュ ラ ム の 100分/15 回授業 に 基 づ く
2 単位 の 基準 を 改善 し て 、 80分/15回授業対応
で 1. 5 単位 と し 、 卒 業 要 件 を 旧 145 単位 か ら 新
l30 単位 と し た 。
iii ) 学部授業計画 ( シ ラ パ ス ) の刊行 と 学生
に よ る 授業評価ア ン ケ ー トの 実施
授業 は 、 教育 を 受 け る 側 と し て の 学生 と 教員
と の 共 同 作業 に よ っ て 成 り 立 つ と い う 認識 に
立 っ て 、 授業 の 質 の 向上 を 図 る た め に 、 学生が
各授業毎 に あ ら か じ め テ キ ス ト を 予習 し て 期待
す る 授業像 を イ メ ー ジ す る こ と に よ り 、 授業時
中 に そ の 到達度 を 出来 る だ け上 げ る 手助 け と し
て 、 “詳細 な 授業計画 を 各講時毎 に 書面作成 し
て 、 あ ら か じ め 学生 に 配付 し て お く " い わ ゆ る
シ ラ パ ス の刊行 と 、 従来 中 間 ま た は 期末試験 に
よ っ て し か知 り 得 な か っ た 授業効果 を随時 に 調
べ て 授業法 の 工夫 に 役立 て る た め に “学生 に よ
る 授業評価ア ン ケ ー ト" の 実施 を 決定 し 、 そ の
様式 を シ ラ パ ス 巻末 に 添付 し 、 教員 に よ る 随時
利 用 を 図 っ た 。
新 カ リ キ ュ ラ ムで は 、 特 に 3 年次 が選択科 目
中 心 に 構成 さ れ、 学生が己 の 将来 の 進路 を 決 め
る 学年 に 相 当 す る 。 多 数 の 選択科 目 の 中 か ら 将
来 の 進路 に 沿 っ た 授業科 目 を 選択、 履修す る 際
の 指針 に も な る の が シ ラ パ ス で あ る 。
以 上 の 作業 は 専 ら 学部教務委員会 の 粘 り 強 い
実質審議の 成果で あ る 。 流動す る 時代 や 社会や
学 問 の 要請 に 柔軟 に 対応す る た め に 、 薬学部教
務委員会 は教授会 の “常置委員会" と し て 規程
を制定 し 、 設置 さ れ た 。 そ の趣 旨 は 、 各研究室
の 代 表必 ず 1 名 と 各 学 科 目 担 当 者 を 必 須 メ ン
ノfー と し て 組織 し 、 よ り 良 い薬学教育 を 目 指 し
て 学部全 て の 領域 の 意見集約 を 図 る 実質審議の
場 と な り 、 教授会 の 日 常活動 を 根本的 に 支 え る
使 命 に あ る 。
3 入学試験の改革
大学進学 に 対す る 若者 の 基本理念や 姿勢の 多
様 化、 流動化 に 対応 し 、 一方 で は 学齢期人 口 の
減少 に柔軟 に 対処す る た め 、 以下の 入試改革 を
行 っ た 。
大 帰国子女特別選抜 : 19 86年度 ス タ ー ト 。 こ の
制度 に よ り 、 1995年英国 か ら の帰国学生 1 名
が入学 し た 。
カ 推薦入学 : 1988年度 か ら 実施。 小論文 ・ 適性
検査 と 、 受験者 ・ 面接員両者複数員 の 同時面
接 ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン形式 の 導入 に よ る 、 ハ
ン グ リ ー精神 の評価 な ど一般選抜 と は 質 の 異
な る 選抜基準 で、 “serendipito us" な 成 果 の
期待 さ れ る 手作 り 入試 に よ り 、 鍛 え 甲 斐 の あ
る 学生の発掘 を 心掛 け 、 意欲 的 な 入学生 を 得
て い る 。
カ 一般選抜個 別 学 力 検 査 の 分 離 ・ 分割 方 式 導
入 : 1993年度以降実施。 こ れ に よ り 、 本学部
入試の難易度 ラ ン ク が急上昇 し た 。
4 薬剤師国家試験受験資格の大学教育 6 年
制要請への対応
厚生省 の依頼 に よ る 2 年越 し の薬学教育の検
討結果 を 踏 ま え た 同省 の 強 い 要望 と 、 薬学部 ・
薬科大学側 の検討結果 を 踏 ま え て 、 6 カ 月 の病
院実務研修 を 必須要件 と し た 学部 4 年 プ ラ ス 大
学院 (修士) 修了 を 以 て薬剤師国家試験受験 資
格 と す る 新 し い制度 を 、 今世紀末の 大学入学生
か ら 適用 す る こ と が、 1994年 6 月 に 厚生省 か ら
予告 さ れ た 。 こ の 新 し い 流 れ へ 向 け て の カ リ
キ ュ ラ ム 改革 は 、 臨床薬学関連科 目 の新設 ・ 充
実 を 含 め 、 国公立大学薬学部長会議 の専門委 員
会 と し て の 『薬学教育の改善 に 関 す る 調査研究
協 力 者 会 議』 で 1994 年度 に 検討 が 進 め ら れ、
1994年 7 月 に 中 間 ま と め を 公表、 1995年 5 月 末
の該 学部長会議 に は 各大学 に お け る 具体的検討
の材料 と な る 試案が提出 さ れた 。 本学部 に お い
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て も 教務 常 置委 員 会 に お い て夙 に 準備 態 勢 に
入 っ て い る と こ ろ か ら 、 本年度 の 当該委 員会 の
主要主題 と な る こ と が必至 で あ る 。
幸 い に し て 、 本学附属病院 は 医学部直属の も
の で は な く 、 薬剤部 は教授、 助教授、 助手 を擁
し て 薬学部 の 教育 ・ 研究 体制 に 参加 し て い る の
で、 薬剤師資格 に 係 る 今次 の 制度 的大改定 に は
比較的容易 に 対応 し 得 る と 考 え ら れ る が、 そ れ
と て も 薬剤部技官 の教員 (助手) 化が必須 の 前
提要件 と な っ て い る 。
5 大学院の概況
本学薬学研究科 は和 漢薬研究所、 附属病院薬
剤部、 薬用植物園 を 含 むー専攻 ( 医療薬科学専
攻) 17特論 ・ 23教室 ・ 部門 で あ り 、 2 専攻13�
14講座 と 言う 常識か ら 見 て 異例 の 決着 に 至 る そ
の 設置経過 に つ い て は十周 年記念誌 に 詳 し い 。
本研究科 は 、 修士課程、 博士課程 と も に 旧帝
大 に 次 い での 新制大学第 1 号設置 と いう 歴史 を
刻 ん で、 1995年 3 月 現在 で薬学修士781名 (含
富 山 大 290名) 、 薬 学博士80名 を 送 り 出 し て い
る 。
さ て 現今、 大学 の高度化の一環 と し て 、 学部
中且 織 を 基盤 と し な い所謂 “独立専攻科" の 設置
が 旧帝 大系薬学研究科 に 端 を 発 し 、 そ の後、 薬
学研究科 と し て で は な く 総合大学院研究科で し
か博士課程 を 設置 す る 事が 出 来 な か っ た 国立大
薬 学部 に 波及 し て い る 。
本研究科 で は 、 上記高度化推進計画 の 波 も あ
り 、 ま た 学生 に よ る 薬剤師国家試験資格 6 年制
の 先取 り も あ っ て 、 1995年度博士前期課程入学
生 は 定 員 の 1. 5倍 に 達 し 、 1996年度 に は 2倍 に
届 き 兼ね な い趨 勢 に あ る 。 こ の定員超過状態 を
解消 し 、 学生 の進学希望 に 応 え る た め に も 、 専
攻 科 の 新設、 教 員 増 を 図 る 必 要 に迫 ら れ て お
り 、 学部講座 と 大学院特論講座 に リ ス ト ラ の 前
提 を 取 り 入れて検討 し て い る段階で あ る 。
6 大学設置基準の大綱化と教授会の自己点
検評価
1991年 7 月 施行 に な る 大学設置基準 の 大綱 化
に よ っ て 、 各大学 ・ 学部 は 自 由 に そ の教育課程
の 大綱 化 と カ リ キ ュ ラ ム 改革 を 行う こ と が出来
る (求 め ら れ る ) こ と と な り 、 一方 そ の 改革 の
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視点か ら 、 そ の 管理 ・ 運営、 教育 ・ 研究 に 対 し
て も 自 己 点検 ・ 評価 を 行う 、 い わ ゆる “accre­
ditatio n" が求 め ら れ る こ と と な っ た 。
高 い視点か ら の 基準化 を 目 指 し て 大学改革 を
行う こ と が、 大学 自 身 の 義務 の ー っ と し て 明示
さ れた の で ある が、 こ れ は 既 に 四半世 紀前、 大
学紛争の渦 中 で大学が求 め ら れた こ と で あ り 、
当 時の教員 は そ の 時点 で意識改革 を 終 え て い た
の で あ る が、 世 代 は 移 り 意識 は 風化 し て 行 っ
た 。 い ま 改 め て 行政的 に そ れが求 め ら れ る こ と
に な っ た こ と は噺憾 の極 み 、 悔 然たる 思 い の 大
学人 も 多 い筈 で あ る 。 大学の管理 ・ 運営 に 係 る
評議会 の 、 全学委 員 会 の 、 そ し て 薬 学部 の 管
理 ・ 運営 に 係 る 教授会の 各点検 ・ 評価 に つ い て
は 『大学改革へ の 序章� (富 山 医科薬科大学、
1992年) に 掲 げた と こ ろ で あ る が、 薬学部教授
会 に 関す る 特記事項 を 以下 に 掲 げ る 。
イ . 教授会 の機能 に つ い て
学校教育法第59条 に いう “教授会" と は 、 本
学部 で第 1 、 第 3 水曜 日 を 定例 と し て 開催 し て
い る “会議" を いう の で は な い 。 す な わ ち 教
育 ・ 研究 に 関 す る 学部運営 の立法 と 行政 の両者
を 共 に 実行 ・ 掌 理す る 主体で あ っ て 、 し た が っ
て 教授会構成 メ ンバ一 一人ひ と り の 主体的姿勢
に 立脚 し た 発意 と 作業奉仕の 日 常活動 を い い 、
上記“会議" は そ の 活動 の 一部 に 過 ぎ な い 。 こ
こ が国会の機能 と 大 きく 違う と こ ろ で ある 。 学
部長 は教授会 の船 頭 で は ある が、 議長 の ら ち を
超 え る と 、 メ ンバー の 主体性 と エ ネ ル ギ ー を 減
殺 し 、 結果 と し て 教授会 の機能 と ア ク テ ィヴ ィ
テ ィ の低下 を 招く こ と に な る 。
ロ . 教授会常置委 員 会 に つ い て
教授会 の 主体性 を 具現 し 、 教授会 メ ンバー の
日 常活動 を 組織す る 最 も 民主的で有効 な 方法 は
教授会小委 員会 と し て の常置委 員会 を規程制定
のう え 設置 し 、 こ こ で実質審議 を尽く す こ と で
あ る 。 さ き に 述べた カ リ キ ュ ラ ム 改革 を 実現 さ
せ た の は 、 こ の常置委 員会第 1号 と し て の教務
委 員会 で あ っ た 。 学部長諮 問機関 と し て の教授
会小委 員 会 “wo rking party" は 、 能率的で は
あ っ て も 必ず し も 、 メ ンバ ー の 活性化 に と っ て
不可欠 の民主的運営 に繋 が ら な い 。
ハ . 薬学部教授選考規程 ( 内規) の制定
世 は成文律 の 時代 で ある 。 1994年 9 月 、 薬学
部教授会規程第 2 条た だ し書の人事 に 関す る 事
項 の審議方法 を成文化 し 、 そ の 手続 き を 明定 し
た 。
ニ . 文部省薬学視学員 に よ る 実地視察
1988年 6 月 お よ び1994年 6 月 に 標記実地視察
が あ っ た 。 殊 に 後者 で は 、 主査 : 南原俊夫 (東
北 大 学 名 誉 教授、 日 本 薬 学 会 前 々 会頭) ; 副
査 : 奥 山 治美名古屋市大教授 を 迎 え 、 対面説明
に よ る 書面審査 が あ り 、 6 年前 に は 無 か っ た 新
審査項 目 「教育課程J ，- 自 己 点検 ・ 自 己評価」
「薬学教育 の 改善関係」 に つ い て 高 い 評価 を 得
た 。
7 大型機器の導入
1986年以 降 に 薬学部 に 関連 し て 導入さ れ た 高
額 機器 は 下記の通 り で あ る 。
く) F T 核磁気共鳴装 置 (バ リ ア ンU NITY
500 FT- NMR， 定価 1億 6， 000万円 、 1993
年)
。単結晶 自 動X 線構造解析装 置 (理学電機
RASA- 7R、 定価5， 500万円 、 1993年)
O リ ア ル タ イ ム レ ー ザー共焦点顕微鏡 シ ス テ
ム (米国製、 5， 000万円 、 1994年)
8 社会との連携
地域社 会へ の サ ー ビ ス と 連携 に 関 し て 実施 し
た 薬学部 の活動 の 主 な も の を 以下 に 掲 げ る 。
イ . リ カ レ ン ト 教育
『富 山 地域 リ カ レ ン ト 教育推進協議会』 に 参
加 し て 、 本学 に 当該 運営委 員 会 (委 員長 : 薬学
部長) を 組織し 、 1992年度 「薬学基礎」 、 1993
年度 「創薬科学」 、 1994年度 「薬学 に お け る 情
報処理技術 の 実際」 を 開講、 参加定員 を 満た し
て 多大の成果 を 挙 げ、 事業 目 的 に 貢献 し た 。 詳
細 は 本誌第 4 章第 2 節 : 地域活動 に記 述。
ロ . 薬学への招待
薬学部への 1 日 体験入学 の行事 は 、 高校 1 �
3 年生 を 対象 と す る 、 薬学部 の キ ャ ン パ ス ・ 設
備 ・ 教員 ・ 研究活動 の 見学 と 、 実験の 実体験の
た め の催 し で あ り 、 日 本薬学会北 陸支部 の企画
に 基づい て い る 。 富 山 、 石川 、 福井 の各教育委
員会後援 と あ っ て 定着 し て い る 。 本学で は 1989
年 か ら 実施 し て 昨 年第 6 回 目 を 数 え 、 今 や 新
潟 、 関東、 中部各県 か ら も 参加者が出 る 盛況で
あ る 。 各研究室 の 工夫 に な る 毎年十数 コ ー ス の
テ ー マ は 高校生 を 触発 す る に 十 分 な 内 容 で あ
る 。
9 薬学部創立百周 年記念行事と富山薬窓会
冒 頭 に 記 し た よう に 、 薬学部 は 1992年 に創立
百周年 を 迎 え て 記念行事 を執 り 行 っ た 。 1 1 月 7
日 の 記念式典 、 記念講演会 ( と も に 富 山 県民会
館) の ほ か、 『百周 年記念誌』 を 発行 し た 。 こ
れ に 先立 ち 、 薬学部 同窓会た る 富 山薬窓会 は 中
核 と な っ て 「記念事業後援会」 を 組織 し 、 募金
活 動 を 行 っ た 。 寄 付 金 総 額 は￥ 143， 335， 000
で、 事業収入合計￥ 151， 390， 069 のう ち 、 記念
碑 (碑銘 : 山崎高臆 学長揮喜 ) 、 記念誌、 そ の
他経費支 出残 の￥ 132， 488， 100 が薬学部 へ寄付
さ れて 『 富 山 医科薬科大学薬学部創立百周 年記
念教育 ・ 研究助成基金』 と な り 、 基金規程 ・ 基
金運用委 員会規程 を制定 し て 運用 さ れて い る 。
寄付 金 のう ち 同 窓 生分 は￥ 52， 163， 000 ( 1808 
名) で あ っ た 。
記念講演 は文化勲章受章者 ・ 早石修京都大学
名誉教授 に よ る も の で、 “眠 り の 秘密 プ ロ ス
タ グ ラ ン デ ィ ン D 2 と E 2 に よ る 睡眠 と 覚醒 の 調
節 に つ い て " と 題 し 、 聞 き 手 を 自 ず と 引 き 込
ま ず に は お か な い巧 み な話 術 と ス ラ イ ド を 駆使
し て 800余名 の聴衆 に 感銘 を 与 え た 。
記念講演 に 先立 つ 記念式典 の 学部長式辞、 学
長挨拶 に 続 く 祝辞のう ち 、 文部大 臣、 富 山 県知
事、 日 本薬学会会頭 に よ る も の を 以 下 に 掲 げ
る 。
[ 鳩山邦雄 文部大臣]
本 日 こ こ に 、 富 山 医科薬科大学薬学部創立
100周 年記念式典 が挙行 さ れ る に 当 た り 、 一言
お祝 い の 言葉 を 申 し 上 げ ま す 。
本学薬学部 は 、 富 山 県 の伝統産業 で あ る 製薬
業 を 背景 に 、 明治26年共立富 山 薬学校 と し て 設
置 さ れ、 そ の後幾多 の 変遷 を 経 て 、 昭和51年 に
東西両医学 の 融合 と 医学、 薬学 を 総合 し た 教育
研究 を行う こ と を 創設の理念 と す る 富 山 医科薬
科大学 の薬学部 と な り 、 今 日 に 至 っ て い る も の
で あ り ま す。
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こ の 問、 昭和49年 に は和漢薬研究所 を 開設す
る な ど、 着 実 な 発展 を 遂 げ、 我が国の薬学の進
展 は も と よ り 、 地域 の保健医療及 び製薬産業の
振興 に 貢献 し た 功 績 は 誠 に 輝か し い も の が あ り
ま す。 歴代 の校長、 学長、 学部長並 び に 教職員
各位の御努力 に 対 し 、 深 く 敬意 を 表 し ま す と と
も に 、 地元富 山 県 を 始 め と す る 関係各位 の御支
援 に 対 し 厚 く お 礼 を 申 し 上 げ る 次 第 で あ り ま
す 。
御承知 の と お り 、 我が国 に お け る 薬学 の 教育
研究 は 、 目 覚 ま し い発展 を 遂 げ医療、 製薬、 衛
生等幅広 い分野 に お い て 、 国民 の健康 を 守 る 重
要 な 役割 を 担 っ て ま い り ま し た 。 ま た 、 特 に 、
最近で は 、 新 し い 医薬品の研究 ・ 開発 あ る い は
そ の人材養成 な ど、 社 会 の 期待 は ま す ま す大 き
く な っ て き て おり ま す。
本学部 は全国的 に も 例 を 見 な い 医学薬学 の 一
体的教育研究や和漢薬の教育研究 な ど を 行 っ て
お り 今後 と も こ の よう な社 会の 期待 に 的確 に 応
え て く れ る も の と 確信 し て お り ま す 。
最後 に 、 百年の 歴史 と 伝統 を誇 る 本学薬学部
が、 関係各位の御努力 と 御協力 に よ っ て 、 今後
ま す ま す発展 さ れ る こ と を 祈念 し て 、 お 祝い の
言葉 と い た し ま す 。
[ 中沖 豊 富 山 県知事]
秋 も 深 ま り 、 立 山連峰 の 新雪 が美 し く 輝 く季
節 と な り ま し た が、 本 日 多 く の ご来賓 の 皆様 方
を お 迎 え に な り 、 富 山 医科薬科大学薬学部創立
100周 年記念式典 が こ の よう に盛大 に 挙行 さ れ
ま すこ と は誠 に 喜 ば し い 限 り で あ り 心 か ら お 祝
い を 申 し 上 げ ま す 。
ご案内 の と お り 貴学部 は 明治26年 に 共立富 山
薬学校 と し て 開学 さ れ、 以来、 県立富 山薬学専
門学校、 富 山大学薬学部 な ど幾多 の 変遷 を 重ね
ら れ、 今 日 、 富 山 医科薬科大学薬学部 と し て 着
実 な 発展 を 遂 げて こ ら れ ま し た 。 こ の 間 、 本学
を巣 立 た れ た 卒業生 は 8， 000名 余 り に の ぼ り 、
薬業県富 山 の 発展 を し っ か り と 支 え て い た だ、 き
ま す と と も に 、 我が国の保健医療 の増進 に 多大
な ご貢献 を い た だ い て ま い り ま し た 。 こ れ もひ
と え に 山崎学長 さ ん、 狐塚学部長 さ ん を は じ め
歴代教職員 の 皆様 方、 そ し て 多 く の 関係 の 皆様
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方の並々 な ら ぬ ご尽力 の賜で あ り 、 こ こ に 深 く
敬意 を 表 し ま す と と も に 心か ら 感謝申 し 上 げ る
次第で あ り ま す 。
ご承知 の と お り 、 近年の 高齢化社会の 進展や
ライ フ ス タ イ ル の 変化 に 伴 い 、 保健医療 に対す
る ニ ー ズ は ま す ま す増大 し 、 か つ 高度化、 多様
化 し て お り ま す 。 と り わ け 自 分 の健康 は 自 分で
守 る と い う ゼ ル フ メ デ ィ ケ ー シ ョ ン や 、 病気 を
初期 の段階で治療す る プライ マ リ ー ケ アの 担 い
手 と い た し ま し で も 、 薬学 の 果 た す役割 は こ れ
ま で以上 に 大 き な も の と な っ て き て お り ま す 。
こ う し た 中 、 貴学部 は全国的 に も ユ ニ ー ク な
医学薬学 の協力体制 の 構築、 並 び に 東西医学 の
融合発展 を 基本理念 に 、 各種研究機能 の 集積 に
積極的 に 取 り 組 ま れ、 と り わ け 国立で は 唯一 の
和漢薬研究所 は 創 設 以 来数 々 の 成 果 を 収 め ら
れ、 国 内 外 か ら 大 き な 注 目 を 集 め て お ら れ ま
す。 さ ら に は 中 国溶陽薬学院 と の 学術交流や 国
際的な シ ン ポ ジ ウ ム の 開催 な ど、 名実 と も に 我
が国薬学教育の先導的役割 を 果 た し て お ら れ ま
す こ と は 誠 に ご 同慶 に 堪 え ま せ ん。
富 山 県 と い た し ま し で も 、 300年余 り に わ た
る 薬業 の 伝統 を 大 い に 生 か し な が ら 、 東洋医学
を は じ め 世界各国 の伝統医薬 に 関 す る 国 際的な
情報発信基地づ く り を め ざ し 、 国 際伝統医学 セ
ン タ ー の建設や 、 と や ま 健康村 の 整備 な ど に 全
力 を あ げ取 り 組 ん で い る と こ ろ で あ り ま す 。 こ
う し た 意味か ら も 貴学部 を は じ め と し た 学術 ・
研究機関 を核 と す る 産 ・ 官 ・ 学 の 連携 を 今後 と
も 大 い に 凶 り な が ら 日 本一 の健康県 づ く り を 進
め て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。
ど う か皆様 に は こ の 1 世紀 に お よ ぶ、輝か し い
足跡 を 新 た な躍進の礎 と さ れ、 富 山 県 の 薬業 は
も と よ り 我が国保健医療 の 発展 の た め 一層 の ご
尽力 を い た だ き ま す よ う 心 か ら お願 い 申 し 上 げ
る 次第 で あ り ま す。
終わ り に 、 富 山医科薬科大学薬学部 の限 り な
い ご発展 を 心 か ら 祈念 い た し ま す と と も に 、 本
日 ご臨席の皆様方の ま す ま す の ご健勝、 ご活躍
そ し て 一層 の ご多幸 を お祈 り 申 し 上 げ ま し て 、
お祝い の 言葉 と い た し ま す 。
[南原俊夫 日 本薬学会会頭]
こ の た び富 山医科薬科大学薬学部が創立百 周
年 を 迎 え ら れ ま し た こ と は誠 に 慶賀 に 堪 え な い
と こ ろ で あ り ま す 。 本目、 こ の 栄 え あ る 記念式
典 に お 招 き 戴 き 、 社団法人 日 本薬学会 を代表 し
て 祝辞 を 申 し 上 げ る 機会 が 与 え ら れ、 誠 に 光栄
の 至 り で あ り ま す 。
貴学部 の 発足 は 、 遠 く 明治26年、 共立富 山薬
学校の創立 に 端 を 発 し て お り す ま 。 富 山市立薬
学校、 同富 山薬業学校、 富 山 県立薬業学校 を 経
て 明治43年同薬学専門学校 に 昇格、 更 に 大正 9
年 国 へ の 移管等幾 多 の 変革 を 重 ね て 、 昭和24年
富 山 大学へ昇格 を 見 る に 至 り ま し た 。 同38年和
漢薬研究施設 と 大学院修士課程 の 設置、 49年 に
は 同施設の 付置研究所へ の 昇格、 次 い で 昭和51
年全国 で も 類 を 見 な い医科薬科大学の創設 と 同
学薬学部へ の 移行、 更 に 53 年 に は 大学院博士課
程 の 設置、 と 特色 あ る 教育研究 の 全課程 を 整 え
ら れ、 今 日 大講座制 で 7 講座14研究室 を擁す る
国立大学 と し て は稀な規模の薬学部 に 発展 さ れ
ま し た 。 宝暦9 年 ( 1 759年) の 頃か ら と 言 わ れ
る 、 配置販売薬 の 歴史 と 伝統 は 、 一方 に お い て
「薬 の 富山」 の イ メ ー ジ を 全 国 に 広 げ、 他方で
そ の 製薬産業 に 絶 え ざ る 発展 と 近代化 を 求 め 、
た め に 薬学校創設 も 医薬産業従事者 の 聞 か ら の
強 い 要 望 で ス タ ー 卜 し た と 聞 き 及 ん で お り ま
す 。 富 山市立薬学校時代 と 第 2 次大戦時の 二度
に わ た る 校舎焼失 か ら の 復 旧 、 新制大学 を 目 指
し て の 整備充実 を 果 た さ れ、 い っ た ん富 山大学
薬学部 と し て の発足 を 実現 さ れた 上 で画期的 な
転進 に 着手 さ れ ま し た 。 す な わ ち 、 医 と 薬 の 学
際的教育研究 を推進 し 、 内 容 の 充実 を 図 る こ と
が重要課題のーっ と 喝破 さ れ て 、 理想 の 実現 に
向 け て よ く 尽力 さ れ、 薬学部、 和漢薬研究所が
新設の医学部 と と も に 一体化 さ れた メ デ ィ カ ル
セ ン タ ー を 築か れ ま し た 。 こ の 問、 多 く の 困難
や 障害 を 克服 さ れ、 輝か し い今 日 を 迎 え ら れ ま
し た こ と は 、 常 に 地域 と 共 に 努力 さ れて き た 歴
代 の 校長、 学部長、 学長 を 始 め 教職員 、 事務職
員各位 の ご努力 に よ る も の で あ り 、 改 め て 深 い
敬意 を 表す る 次第 で あ り ま す 。
貴学 の伝統 あ る 校風 に 育 ま れた 卒業生 は 、 い
ま や 7， 300余名 の 多 数 に お よ び、 薬学及び関連
の諸分野 に お い て 幅広 い活躍 を 示 し て お ら れ ま
す。 貴学が誇 り と さ れ る 群像 の 素晴 ら し い軌跡
と豊か な人脈 に 思 い を 至 す と き 、 教育の崇 高 さ
に新鮮 な感動 を 覚 え る も の で あ り ま す。
わ が 日 本薬学 会 も 、 本年 を も っ て 創立113年
目 を迎 え て お り ま す が、 平素貴学 の 諸先生方 に
お か れ ま し て は 、 進 ん で本学会 の 発展 の た め
に 、 理事会 を は じ め 論文誌編集委 員会、 衛生化
学調査委 員 会、 薬毒物調査委 員 会、 広 報委 員
会 、 シ ン ポ ジ ウ ム委 員 会、 学術 賞 等 選考委 員
会 、 創薬セ ミ ナ 委ー 員会、 あ る い は 医薬化学部
会 な ど 多 く の委 員 会、 部会 等 に お い て 活躍 さ
れ、 格別 の ご尽 力 を賜 っ て お り 、 改 め て こ こ に
深甚 の 謝意 を 表す る も の で あ り ま す。
申 すま で も な く 、 こ の た びの 医療法改正 に 伴
い 、 包括的 な 医療体制 の確立、 質 を 変 え た 医療
福祉の充実 に 向 け て 、 薬学、 薬事、 薬業 と 、 こ
れ ら を 担う 人材の育成、 薬学教育 に 寄せ る 国民
の期待 は 益々 高 ま っ て お りま す 。 本学会 も 、 昨
年、 初代会 頭長井長義先生 ゆ か り の 地 に 、 来 る
べ き 21世紀 に お け る 薬学創造 の 発信基地 と し て
新長井記念館 を建設 し 、 新時代 を 目 指 し て 第一
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歩 を 踏 み 出 し た と こ ろ で あ り ま す 。 わ が国 が い
よ い よ 本格的 な 高度科学技術化、 国 際化、 情報
化、 そ し て 高齢化 の 時代 を 迎 え つ つ あ る 時、 貴
学部 が創立100周 年 を 記念 さ れ ま す意義 は 、 こ
の 間 の 大 き な 前進 を 慶祝す る と と も に 、 ゆ る ぎ
な い伝統 を 踏 ま え 、 地域 に深 く 根 ざ し た 歴史 の
建設 を 心 に 深 く 期 す る こ と に あ り ま し ょう 。 こ
こ に 富 山 医科薬科大学薬学部創立100 周 年 の 佳
節 を 慶祝 申 し 上 げ ま す と と も に 、 更 な る 100年
に 向げ て 新た に 事業 を 開達 し て 行か れ ま す こ と
を 心 か ら 祈念 し て 祝辞 と 致 しま す 。
以 上祝辞完
さ て 、 富 山薬窓会 は本学薬学部 ま た は 大学院
薬学研究科入学 を 以 て 入会 と し 、 1995年 4 月 現
在 の 会 員 数5， 460名、 園 内 32支部、 国 外 2 支部
を擁 し て 、 毎年 2 月 に 会報 『遠久 柔 』 を 発行、
毎 年 3 月 卒 業式 当 日 に 大 学 内 で年次総会 を 開
催、 卒業祝賀 会 を 医学部 同 窓 会 と 協 力 し て 設
営、 卒業記念品 と し て 各 自印鑑 を贈呈、 3 年毎
に 名簿 を刊行、 各支部総会 に 役員 ま た は母学教
員 を 派遣、 同窓会活動最前線 と し て の 支部活動
を 支援 し て い る 。 (薬学部長 百瀬雄章)
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創設及び学会活動
昭和50年 ( 1975) 10月 国立大学設置 法 の 一部
改正の 法律が施行 さ れ、 富 山 医科薬科大学が創
設 さ れ て か ら 、 早 い も の で20年が経過 し た 。 満
20歳、 成人式 を 迎 え る わ け で あ る 。 人生80年の
1/4、 ま だ大学 2 年生 で あ る か ら 、 一人立 ち で
き る よ う に な る に は後10年 は か か る や も 知れ な
い が、 職員一 同精一 杯研究 ・ 教育 に励 ん で い る
次第で あ る 。
と こ ろ で和漢薬研究所 は 、 昭和38年 ( 1963)
4 月 に 富 山大学薬学部附属和漢薬研究施設 と し
て 創 設 さ れ、 資 源 開 発 ( 1963 年) 、 生 物 試 験
( 1964 年) 、 臨 床 利 用 ( 1965 年) 、 病 態 生 化 学
( 1 969年) 、 化学応用 ( 1972年) の 5 部門が揃 っ
た と こ ろ で昭和49年 ( 1974) 6 月 に 附置研究所
へ昇格 し た 。 こ の 昭和49年 ( 1974) 8 月 に 富 山
大学内 に 国立医学教育機関創設準備室が設置 さ
れ、 軒余 曲折があ っ た が、 最終的に富 山大学か
ら 薬学部 と 和漢薬研究所 を 分離 し 、 医学部 を新
設 し て 富 山医科薬科大学が創設 さ れ た の で あ
る 。 富 山 医科薬科大学 を創設す る に 当 た っ て 、
大学院薬学研究科博士課程 の 設置 と 附属病院 に
和漢診療部 の設置 を文部省 当 局 に 要望 し 認可 さ
れ た 。 医 ・ 薬 ・ 研究所が三位一体 と な っ て 教
育、 研究 を 行 い 、 ま た 近代医学 と 漢方医学 の 長
所 を 取 り 入れた 医療 の 臨床、 研究 に 取 り 組む べ
き 態 勢がで き 上が っ た の で あ る 。
富 山大学か ら 薬学部、 研究所が順次富 山 医科
薬科大学 に移管 さ れ、 研究所 は 昭和53年 ( 1978)
6 月 に 名 目 上移管 さ れた が建物が無 い た め 、 富
山大学 内 の 元 の建物で l 年 9 カ 月 過 ご さ な け れ
ばな ら な か っ た 。 昭和55年 ( 1980) 3 月 待望 の
研究棟 ( 6 階建、 延2， 468m2) が薬学部 に 隣接
し て 完成 し 、 五福 地 区 か ら 杉谷地 区 に 移転 し
た 。 当 時 は新 し い 器 に 新鋭 の 大型機器が毎年の
よ う に 入 り 、 研究面で も 大変 な 飛躍が あ っ た 。
新大学で は 事務部 の 一元化が行わ れ、 研究所事
務部が な く な り 、 研究協力課が増設 さ れた 。
昭和60年 ( 1985) 代 は 、 漢方 に 対 し て 世 間 の
関心が高 ま り 、 い わ ゆ る 第 3 次漢方 ブー ム が起
き 出 し た 頃で あ る 。 行政 当 局 も 和漢薬研究所の
特殊性 を 御理解 さ れ、 昭和62年 ( 1987) 10月 に
客員部門 (10年時限) と し て 高次神経機能制御
部門が増設、 ま た 翌年 ( 1988) 10 月 に は 、 外国
人 客 員 部 門 と し て 免疫機能制御部 門 ( 1 0 年 時
限) が増設 さ れ、 こ の部門 に は 中 国 か ら 毎年I
名の客員教授 を 招轄 し て い る 。 平成 2 年 ( 1990)
4 月 に は 、 細胞資源工学部門 (10年時限) が教
授、 助教授 の純増 で増設 さ れた 。 こ れで一応 8
部門態 勢 に な っ た が、 漢方 に対す る 認識が世界
的 に 高 ま っ て き た た め か 、 大学院生、 留学生の
希望者が増 え 、 今 ま での建物だ け で は 実験室が
大変狭随 に な り 、 実験 に 支障 を 来 し 出 し た 。 文
部省 に 増築 を 要求 し 、 平成 4 年 (1992) 度 の補
正予算で、990ぱの増築が認め ら れ、 平成 5 年 ( 19
93) 8 月 末 に 完成 し た 。
研究面に関 し て は 昭和田 年 ( 1975) 5 月 に
叩日漢薬研究所年報』 第 1 巻 ( 1974年) を 発刊
し て 以来、 毎年刊行 し て お り 、 平成 6 年 ( 1994) 
8 月 に第20巻 ( 1993年) を 発刊 し 、 現在第21巻
を編集中 で あ る 。 研究所 に お け る 研究 内 容 は 、
年報 に 詳 し く 紹介 し て い る の で こ こ で は 省略す
る が、 各部門 の 研究状況 は第 3 章第 4 節 を 御参
照 い た だ き た い 。 学会活動 と し て は 、 昭和59年
( 1984) 4 月 に そ れ ま で 1 7 回 続 け て き た 和 漢薬
シ ン ポ ジ ウ ム を 発展的 に 解消 し て 「和漢医薬学
会」 を 設立 し 、 毎 年I回各地で学会 を 開催 し 、
年 3 号 の 学会誌 を 発行 し て い る が、 そ の事務 を
本研究所で行 っ て い る 。 ま た 文部省 当 局 の御理
解の も と に 昭和56年 ( 1981 ) か ら 毎年度 末 の 3
月 に 「和漢薬研究所特別 セ ミ ナ ー 」 を 開催 し て
い る 。 毎 年 そ の 時代 の ト ピ ッ ク ス を 取 り 上 げ、
大変有意義 な セ ミ ナ ー で あ る と の 大方の評価 を
得て お り 、 予算 の 続 く 限 り 毎年開催す る 予定で
あ る 。 さ ら に 平成 4 年 ( 1992) 8 月 に は 、 世界
の伝統医薬 を研究、 実践 し て お ら れ る 学者 を 十
数名招轄 し 、 「 国 際伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富
山 ( 1992) J を 開 催 し た と こ ろ 、 大 変 好 評 で
あ っ た 。 平成 5 年 ( 1993) に は 研究所創設30周
年記念行事 と 並行 し て 第 2 回 の シ ン ポ ジ ウ ム
を 、 ま た 平成 6 年 ( 1994) 10月 に は 「第 3 回 国 際
伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富 山 ( 1994) J を 開催 し
た 。 本年 は 10 月 に 「第 5 田和 漢薬 ( 中薬) の 医学
薬学的研究 に 関す る 日 中 シ ン ポ ジ ウ ム」 と 「第
4 回 国 際伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富 山 ( 1995) J
を 開催 し た 。 こ れ ら の シ ン ポ ジ ウ ム も 予算 の 続
く 限 り 続行 し 、 本研究所 を世界の伝統医薬 の研
究促進、 情報発進基地 に し た い も の と 思 っ て い
る 。
研究活動の概要
和 漢薬研究所 は 、 わ が国唯一 の 薬学系研究所
で あ り 、 「く す り の 富 山 」 を 反 映 し て 設置 さ れ
た も の で あ る 。 し か も 本研究所 は和 漢薬 の 総合
的 研究 を 専門 に 行 っ て い る 国立唯一の研究所で
あ り 、 世界的 に 伝統医薬学の再認識が提唱 さ れ
て い る 今 日 、 時代 に ふ さ わ し い研究所 と い え よ
う 。 和 漢薬 と は 、 狭義 に は 中 園 、 朝鮮 半島及び
わが国 の伝統医学で用 い て い る 天然 薬物 を 指す
が、 当研究所 に お い て は 、 狭義 の和 漢薬 の み な
ら ず、 イ ン ド の ア ー ユ ル ・ ヴ、 エ ー ダ医学、 回教
圏 の ユ ナ ニ ー 医学、 チ ベ ッ ト 系 の チ ベ ッ ト 医学
等 で用 い ら れ る 薬物、 そ の 他世界各 国 の 民間薬
な ど 、 合成医薬 品 の 短所 を 補いう る 天然 薬物 を
広く 研究対象 と し て い る 。 薬害や難病 の 問題か
ら 、 合成医薬品 に対 し て の反省が起 こ り 、 自 然
を 指 向 し た 天然薬物 に 対 す る 関 心 と 期 待 が 高
ま っ て い る が、 研究所の 目 的 は 、 こ の よう な 時
代 の 要 請 に 直接応 え る 研究 を 行う と と も に 、 更
に進ん で天然薬物 の複雑で精妙 な 生体作用 の解
明 を 通 じ て 、 生命科学 の本質 に 関す る 学理 を 追
求 す る こ と に あ る 。
研究所 は こ の よう な性格 と 目 的 に 基づい て 、
資 源開発、 生物試験、 臨床利 用 、 病態生化学、
化学応用 、 細胞資源工学部門 の 6 つ の研究部門
と 、 高次神経機能制御、 免疫 機能制御 の 2 つ の
客員部門か ら 構成 さ れて い る 。 こ れ ら の部門構
成 に よ り 、 天然 薬物 の 品質、 成分が正 しく 評価
さ れて 医薬品 と し て確か な も の に な り 、 そ の効
果 は 動物実験等 で科学的 に 評価 さ れ、 作用 の メ
カ ニ ズ ム は 最新 の 生物科学 の 方法 を駆使 し て 解
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明 さ れつ つ あ る 。 ま た 近年社 会問題 と な っ て き
て い る 高齢化社 会 に 伴う 寝た き り 老人、 自 然環
境破壊 に 伴う 資源保護問題 な ど、 時代 の ニ ー ズ
に対処 しう る 研究 が可能 に な っ て き た 。 し か し
各部門 と も 余 り に も 多く の研究課題 を 抱 え 過 ぎ
て お り 、 部門増や職員増 を い か に す る か が今後
の 課題で あ る 。 各部 門 は そ れ ぞれの専門 に 応 じ
て 学部教育 に も 協力 し て い る 。 わ が国 で は 他 に
類例 の な い 医 ・ 薬連携 の 機構 を持つ 医科薬科大
学 に お い て 、 こ の 連携 の か な め の 役 目 を 本研究
所が果た し て い る 。
研究所 は創設以来、 わ が 国 の和 漢薬研究 の 中
心的役割 を 果た し て き て い る 。 そ の成果 は 、 日
本 の み な ら ず世界の斯 界 の 学術雑誌 に 発表 さ
れ、 既 に 3 巻 の 『和漢薬研究所研究業績集」 を
発刊 し て き た 。 研究所 に は薬学部 と 共通 の 大学
院薬学研究科 (博士課程) が あ る 。 現在研究所
に は 約35名 の外国人留学生及び客員研究員 が在
籍 し て お り 、 日 夜研究 に 励 ん で い る 。 こ の 数 は
本学 に 在籍す る 外国人の約半数 に 達 し て お り 、
特 に 中 国 始 め 東南 ア ジ ア 諸国 と の 交流が盛 ん で
あ る 。 ま た 国 の 内外 と の 共同研究 も 盛 ん に行わ
れ て お り 、 そ れだ け世間が伝統医薬 の研究開発
に 注 目 し て い る も の と 感 じ て い る 。
将来への夢
和漢薬研究所 も 施設創設時代 か ら 数 え て 32年
経過 し た 。 伝統医学が見直 さ れて来た 今 日 、 今
ま で の機構 で は 対応 し き れ な い 分野 も あ り 、 今
後更 に 専門分野 を 細分 し て 、 世界の ニ ー ズ に 応
え る べく 所 内 に 将来計 画検討委 員 会 を 設置 し
て 、 平成 4 年 ( 1992) か ら 改組の計画案 を何 度
と なく 練 り 直 し て い る 。 将来 は 国 内共同研究 の
み な ら ず、 世界 に 聞 かれた 国際共同研究機関 に
し た い も の と 考 え て い る 。
(前和 漢薬研究所長 難波恒雄)
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創設期から10周年まで
本学附属病院の創設準備か ら 開院、 そ の後大
学開設10周 年 ま で の 経過と発展 に つ い て は十周
年記念誌 に 当 時 の熊谷朗病院長が詳 し く 記 さ れ
て い る の で、 そ れ を お読 み頂 き た い わ け で あ る
が、 今回 そ の後の 10年 を 記す に 当 た り 、 熊谷先
生 の お 書 き に な っ た も の に 従 い 、 創設期 か ら 約
10年間 の 歩 み を ま ずふ り か え っ て み る こ と に す
る 。
昭和50 年 1 0 月 当 時 の 小林収 副 学 長 (医療 担
当 ) 就任 と と も に 病院創設専門委員会 ( そ の 後
病院創設委員会) が小林先生 を 委員長 と し て 発
足 し 、 創設準備 に 入 っ て い る 。 そ の 時 の病院設
立構想 と し て は 、 医学関係者 の み な ら ず薬学関
係者の 臨床教育 ・ 研究 の 場 と し て 、 ま た 、 西洋
医学 と 東洋医学 の 双方の利点 を 診療 に 生か す た
め の医療機関 と す る と の 考 え の 下 に 具体的 に 検
討が進 め ら れて い る 。 こ う し た 作業 の 結果昭和
52年 3 月 に は建築第 I 期工事が着工 さ れて い る
(竣工 は 昭和54年 2 月 ) 。
昭和52年 4 月 に は創設準備室 が正式 に 設置 さ
れ (室長 は 小林副学長) 、 準備 も 着 々 と 進 め ら
れた が、 こ の 時期 に 多 く の機器購入の ほ か、 病
歴管理 シ ス テ ム 、 医事業務電算化 な ど先進的な
設備 の 導入 も 行わ れ て い る 。 昭和54年 4 月 1 日
富 山医科薬科大学附属病院が設置 さ れ (病院長
は 小林収副学長) 、 同 年 10 月 15l::1 よ り 診療 を 開
始 し た 。 開 院 日 の 外来患者 は 135人、 入院患者
8 人 と の こ と で あ る 。
昭和57年 に は熊谷朗副学長が病院長 に 就任 さ
れ、 更 に 多 く の 発展が見 ら れて お り 、 特 に 開院
以来学 内措置で運営 さ れて い た 和漢診療室が、
昭和60年 5 月 正式 に 和漢診療部 と し て 設置 さ れ
た こ と は 、 建学 の 理念 を 生か し た も の で あ り 、
こ の 診療部 は 国立大学 に お い て は 現在で も 他 に
例 を 見 な い も の で あ る 。
病 床 数 は 昭和56年 5 月 に 当 初 計 画 の 通 り 、
622床 を 実現 し た が、 昭和60年 5 月 にRI 病床 を
一般病床 か ら 治療病床 に 変更 し た た め 、 612床
附属病院
と な り 現在 に 至 っ て い る 。
10周年以降~現在まで
そ の後熊谷朗病院長 よ り 昭和63年佐々 木博病
院長 (現学長) に パ ト ン タ ッ チ さ れ、 附属病院
は 更 に 発展 を遂げた 。
機構面 で の 変化 を 年代順 に見て み る と 、
・ 昭和61年 1 月 、 救急、部が院内措置 に て 設置 さ
れ た 。 こ れ は社会全般 に 救急医療 に 対す る 関
心が高 ま り 、 こ れ に対応す る た め 行 っ た 措置
で あ る 。
・ 昭和62年 4 月 、 院 内措置で設置 さ れて い た 病
歴部 を 廃止 し 、 医療情報部 を 措置 し た 。 大型
コ ン ビ ュ ー タ ー を利用 し た 電算 シ ス テ ム は単
に 病歴 の 管理の み な ら ず、 多 く の 診療 に 欠 か
す こ と の 出来 な い医療情報 を 扱 う こ と に よ る
も の で、 時代 の 流 れ に 敏感 に 反応 し た 処置で
あ る 。
・ 昭和63年 5 月 、 院 内措置 さ れて い た 救急部が
省 令 設 置 さ れ、 助 教 授 1 、 医 (二) 2 、 医
(三) 7 が措置 さ れた 。 ま た こ れ と ほ ぼ 同 じ
時 に 救急部 ほ か を収容す る 中央診療棟1， 175 
dの増築が行わ れた 。
・ 平成元年 3 月 に はMRI の 導入 の た め 、 MRI
CT 装置棟481ぱが新築 さ れた 。
・ 平成 4 年 1 月 、 栄養管理室 を 院 内措置 し た 0
・ 平成 4 年 6 月 、 集 中 治療部 を 院 内措置 で設置
し た 。 こ れ ま で intensive care を 要 す る 患
者 は各病棟の 重症室で管理 し て き た が、 中央
的 な 集 中 管理 を 行 う た め の第一歩 と し て こ う
し た 措置が行わ れた 。
-平成 5 年 4 月 、 輸血部が省令設置 さ れ、 講師
1 、 医 (二) 2 、 医 (三) 1 の 定員 が措置 さ
れ た 。
・ 平成 6 年 3 月 、 新生児特定集中治療室 ( N 1 
C U) を 院 内措置で置 く と 同 時 に 、 集 中 治療
室 ( 1 C U) に 4 床、 N I C U に 9 床 を 一般
病棟 と し て 配置 し た 。
-平成 6 年 4 月 、 内視鏡部 を 院 内措置 と し て 設
置 し た 。
- 平成 6 年 5 月 、 集 中 治療部が省令設置 さ れ、
講師 1 、 医 (二) 2 、 医 (三) 3 がつ く こ と
に な っ た 。
・ 平成 6 年 7 月 、 特定機能病院 と し て 承認 さ れ
Tこ- 。
・ 平成 7 年 4 月 、 医療情報部が省令設置 さ れ、
教授 1 、 助教授 1 がつ い た が、 い ず れ も 振替
え 人事で あ る 。
設備 の 面 で の 整備 状況 を挙 げ れ ば、 X線 血管
造影検査 シ ス テ ム 、 磁気共鳴断層撮影装 置、 透
視撮影用X線装 置、 多 目 的 ガ ン マ カ メ ラ シ ス テ
ム 、 体外衝撃 波結石破砕装 置、 コ ン ビ ュ ー タ ー
断層 撮影装 置、 臨床検査 ト ー タ ル オ ー ト メ ー
シ ョ ン シ ス テ ム 、 放射線 治療 シ ス テ ム 、 細菌 ・
免疫総合 シ ス テ ム 、 手術顕微鏡 シ ス テ ム な ど が
近 年整備 さ れて い る 。
昭和60年度 よ り 平成 5 年度 ま で の 患者数の推
移 は 表 に 示 し た と お り で、 こ の 10年間 に 外来患
者数 は増加 し て い る が、 や や 頭打 ち の状況 に あ
る 。
表 患者数の推移
入 院 一 日平均年度 患者数 入院患者
数
昭60 197，868 542. 1  
日百6 1 20 2，0 12 553.5 
日召6 2 199，68 2 545_6 
昭6 3 197，0 20 5 39.8 
平元 20 2， 298 554. 2 
平 2 200，999 550.7 
平 3 20 1，8 39 55 1. 5 
平4※ 198， 157 54 1. 4 
平5 195，458 5 35_5 
平6 19 1，475 5 24.6 
※ 週休 2日制導入
附属病院の現況
外 来
一 日平均
患者数 外来患者
数
198，008 666_ 7 
214，64 2 7 25. 1 
225， 37 2  756. 3 
229，8 35 779_ 1 
24 1， 1 1 1  8 17. 3 
24 2，9 37 8 29_ 1 
248，844 999.4 
25 1，4 15 1，0 17.9 
25 1，897 1，0 32.4 
247，458 1，0 10.0 
本年 4 月 現在の本院 の状況 を 見 て み る と 、
① 診療科 : 17診療科
第一内科、 第二内科、 第三 内 科、 皮膚科、 小
児科、 神経科精神科、 放射線 科、 第一外科、 第
二外科、 脳神経外科、 整形外科、 産婦人科、 眼
科、 耳鼻咽喉科、 泌尿器科、 麻酔科、 歯科、 口
腔外科
第 4 節 附 属病院 沼
② 中央診療施設等
ア 中央診療施設 : 9 施設
検査部、 手術部、 放射線 部、 材料部、 救急
部、 輸血部、 集 中 治療部、 和漢診療部、 医療
情報部
イ 特殊 診療施設 : 6 施設
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン部、 透析部、 分娩 部、
病理部、 内視鏡部、 フ ォ ト セ ン タ ー
③ 薬剤部及び看護部
敷 地面積 : 63， 570m2 
建物面積 : 建面積 1 3， 676m2 、 延面積
47， 559m2 
総病床数 : 612床 (一般病床 5 92床、 精神病
床 20床)
病棟数 : 14病棟 (一般 12、 I C U 1 、 N I
C U 1 )  
ま た 、 平成 6 年 6 月 よ り 病院長 と し て 片 山喬
が就任 し た 。
特定機能病院の承認
平成 6 年 7 月 1 日 よ り 本院 は 特定機能病院の
承認 を 受 け た 。 周 知 の よう に こ の制度 は 医療施
設の機能分担 と 患者診療 の円 滑化 を 図 る 趣 旨 の
下 に 定 め ら れた も の で、 大学附属病院が こ の制
度 の 指定病院 に な る こ と に つ い て は 多 年多 く の
議論が あ っ た と こ ろ で あ る が、 文部省 の 方針 も
あ り 、 本院 は 、 国立大学病院 の 中 で は い ち 早 く
準備 を 進 め 、 上記 の承認 を 得た も の で あ る 。 承
認後 ま だl 年で あ る た め 、 そ の評価 を 行う の は
未だ早い と も 思わ れ る が、 県 内 に お け る 大学病
院 の位置付け が明確 に な り 、 本院が地域社 会 に
呆 た す べ き 責任 と 最先端技術の 導入 に よ り社 会
の 医療ニ ー ズ に 応 え る 義務 を 負 っ て い る こ と が
明 ら か に な っ た と 考 え ら れ る 。
本院の今後の課題
現在大学病院 を 含 め 、 日 本 の 医療 は多 く の 問
題 を 抱 え て い る 。 ま た 本院 に は独 自 の 問題があ
る 。 こ れ ま で歴代 の病院長始 め 病院の ス タ ッ フ
が努力 し て 築 き 上 げて き た 成果 を 今後 どう 発展
さ せ る か を 、 現状 を 十分検討 し た 上、 具体化 し
て い か な く て は な ら な い と 考 え て い る 。 本院内
外諸氏 の御理解 と 御協力 を 望 む次第で あ る 。
( 附属病院長 片 山 喬 )
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はじめに
本事務局 は 、 国立学校設置法施行規則第29条
の 2 の 規定 に 基 づ き 、 「庶務、 会計、 施設、 学
生 の 厚 生 補 導 に 関 す る 事 務 を 併 せ て 処 理 す
る 。 」 と し て 設置 さ れ て お り 、 こ の 新 し い 組織
形態 と し て の事務局 は 、 本学以 外 に は 約20大学
に 設置 さ れて い る が、 複数学部 を 有す る 大学 と
し て は本学 の み で あ る 。
本学事務局の歩み
昭和 50 年 10 月 に 設置 以 来、 学年進行 に よ り
部 ・ 課の整備が図 ら れ、 昭和54年 4 月 に は 3 部
8 課制 と し て の事務局体制 が 出 来上が り 、 更 に
は 、 入試体制 の整備 に よ り 、 平成 7 年 4 月 に 入
学 主 幹 が設置 さ れ、 3 部 8 課 1 主 幹制 と な っ
た 。
現在 に 至 る ま で、 事務局長 に 9 名、 部長職 に
は 23名、 課長職 に は 62名の方々 が就任 さ れ、 本
学 の 充実発展 の た め に尽力 さ れ た 。
昭和54年 3 月 に 事務局管理棟が竣工 し 、 同 年
4 月 か ら 3 部 8 課の事務局一元化 と し て 、 事務
機構が ス タ ー ト し た 。
同年10月 に は 、 無 医大県解消計画 の 一環 と し
て 設置 さ れた 本学 に 附属病院が 開院 し 、 教育 ・
研究機関 に 診療機関が新た に 加わ る こ と と な っ
た 。
そ の 後、 学年進行等 に 伴 い 、 施設が順次竣工
し 、 そ れ と 相 ま っ て 設備等 も 充実 さ れ た 。
文部省医学視学委員 及び薬学視学委員 に よ る
実地視察 の対応、 附属病院 中央診療施設等 の増
設及 び付随す る 設備等 の充実、 更 に 附属病院 に
お け る 「病院総合情報 シ ス テ ム 」 の 本格稼働 に
伴 う 患者サ ー ビ ス の 向上及び診療支援、 日 中和
漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム 等 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催、
ま た 、 学 内 L A N 及 び図書館情報検索 シ ス テ ム
の 導入等が な さ れた 。
他方、 国 の行政改革が推 し 進 め ら れ る 中 での
定員削減 に 対処す る た め 、 各部署で の 事務等 の
改善、 合理化等種々 検討が行わ れ て き た 。
平 成 3 年 7 月 に は 、 大 学 設 置 基 準 が改正 さ
れ、 設置基準 の 大綱化 と 簡素化が 図 ら れ、 本学
に お い て も 教育 ・ 研究及 び管理運営 に つ い て 、
自 主的 に 自 己 点検 ・ 評価 を 実施 し 大 学 改 革 を
図 っ て い く こ と に な っ た 。
同 年 9 月 に は 、 「 自 己評価等検討委員会」 が
設置 さ れ、 事務局 と し て も 積極的 に 参画 し 、 創
意 ・ 工夫 に よ っ て 点検 ・ 評価 を 展 開 し た 。
そ の 問、 事務局 に お い て 、 新 た に 事務組織 の
見直 し 等 を 行 い 、 係 の 編成存 え 、 合理化等 の 見
地か ら 専門職員 を 新設す る な ど、 人事の 活性化
を 図 る こ と と し た 。
平成 5 年 4 月 に は 、 医学部 に 看護学科が新設
さ れた 。 こ れ ら に 伴 い カ リ キ ュ ラ ム の 改編等 も
実施 さ れた 。
同 年 7 月 に は 、 「大学改革 へ の 序章 (富 山 医
科 薬 科 大 学 の 点 検 ・ 評 価 1992) J が 作 成 さ れ
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平成 6 年 7 月 に は 、 本学附属病院が特定機能
病院 と し て 示認 さ れ、 名実 と も に 富 山 県 の 中核
的役割 を 果た す こ と と な っ た 。
平成 7 年 4 月 に は 、 遺伝子実験施設及 び医療
情報部が省令化 さ れ、 ま た 、 事務組織 に お い て
も 入学主幹が設置 さ れ る 等、 事務局 と し て よ り
一層充実 し た 。
おわりに
末筆 な が ら 開学20周 年 に 当 た り 、 こ れ ま で に
至 っ た 諸先輩諸兄 の御苦労や御活躍 に 心 か ら 御
礼申 し 上 げた い 。 (事務局長 三浦猛夫)
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附属 図書館草創期か ら 10年 を 経 て 、 昭和60年
2 月 1 日 よ り 和漢薬研究所大浦彦吉 教授 (臨床
利 用) が第 4 代館長 と し て 発令 さ れた 。 JOIS、
D IALOG な ど オ ン ラ イ ン に よ る 情報検索 サ ー
ビ ス が活発 と な り 、 学 内研究者 の 文献調査 に 大
い に 寄与 し た 。
昭和62 年 2 月 1 日 よ り 医学部松 田 健史教授
(解 剖 学 第 一) が 館 長 に 就 任 し た 。 こ の 頃 か
ら 、 図書館業務合理化の 一環 と し て 、 「 附 属 図
書館業務電算化 シ ス テ ム 」 の 基本方針が検討 さ
れた。 昭和63年 2 月 に 、 富 士通 FACOM K 
270R シ ス テ ム が導入 さ れ て 、 目 録作成 シ ス テ
ム の稼働 が成 っ た 。 更 に 、 同年 6 月 に は閲覧 業
務 、 目 録検索 シ ス テ ム が稼働 し た 。 同年 8 月 に
は、 学 術 情 報 セ ン タ ー の 情 報 検 索 シ ス テ ム
N ACSIS-IR の利用が開始 さ れ た 。
平成元 年 2 月 1 日 よ り 医学 部 岡 田 敏夫教授
(小児科学) が館長 と し て 就任 し た 。 こ の 年 2
月 末か ら 図書館業務電算 シ ス テ ム が学術情報セ
ン タ ー と 接 続 さ れ、 目 録 所 在 情 報 サ ー ビ ス
(N ACSIS- CA T) へ参加 で き る よう に な り 図
書館業務の 電算化 は新 し い段階 を 迎 え た 。 同年
8 月 か ら は 、 S T N に 登録が開始 さ れ、 利用者
が直接 C A S の デー タ ベ ー ス を 検索す る こ と が
可 能 と な っ た 。
ま た 、 生涯教育の社 会的ニ ー ズ に 応 え る た め
本学附属 図書館 も 地域社 会 に 開放す る 必要性が
生 じ 、 附属 図書館利用規程の改正 に つ い て 、 抜
本的見直 し 作業が開始 さ れ、 平成 5 年10月 か ら
新 利用規程が施行 さ れ た 。
平成 2 年 4 月 か ら は 、 MEDLINEの CD-ROM
検索が開始 さ れた 。 同年 9 月 に は 、 利用者教育
とし て 医学科 3 年生 を対象 に 「 情報検索」 の講
義 と 実習が開始 さ れ た 。 これ は 、 現在で は 看護
学科の学生 に 対 し て も 行わ れて い る 。
平成 3 年 2 月 1 日 よ り 薬学部教授小橋恭 一教
授 (衛生生物化学) が館長 と し て 発令 さ れ、 館
内閲覧 環境 の 整備 に 取 り か か っ た 。 閲覧 室 の
カ ー ペ ッ ト の 張 り 替 え 、 ロ ビ ー の整備 、 そ し て
附属図書館
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同年 8 月 末 に 、 ブ ッ ク デ ィ テ ク シ ョ ン が稼働 し
図書館資料の 管理が機械化 さ れた 。 ま た 1 1 月
か ら は 、 学術情報セ ン タ ー の 1 L L シ ス テ ム の
利用が開始 さ れた 。
平成 4 年 に 入 札 平成 3 年の 大学審議会 の 答
申 を 踏 ま え 附属 図書館の 自 己点検 ・ 評価作業が
開始 さ れ、 そ の 一環 と し て 各学部で購入 し て い
る 外国雑誌の購入見直 し が行 わ れ た 。 同年 5 月
か ら は 、 土曜 日 の 完全閉庁が始 ま り 、 図書館 は
暫 定的 に 午前 中 の み の 開館 と な っ た 。 一方で平
日 の 開館時間延長 の 要望が 高 ま り 、 平成 5 年 1
月 末か ら 自 動入退館 シ ス テ ム が稼働 を 開始 し 、
午後10時 ま で の 図書館利用が可能 と な っ た 。
平成 5 年 2月 1 日 よ り 医学部本 田 昂 教授 (放
射線基礎 医学) が第 8 代 館長 と し て 発令 さ れ
た 。 すぐ に 図書館業務電算化 シ ス テ ム の 更新作
業が行わ れ、 平成 5 年 3 月 から 日 本電気附 の シ
ス テ ム モ デ/レ 3100/A 55 が 導 入 さ れ、 本格運用
が開始 さ れ た 。
ま た 、 カ ウ ン タ一 周辺整備 が行わ れ、 カ ウ ン
タ ー の 更新、 各種端末機 コ ー ナ ー が設置 さ れ
た 。 同年 9 月 か ら は 、 土曜 日 の 開館時間 が午後
5 時 ま で延長 さ れ、 午後 5 時か ら 午後10時 ま で
は 自 動入退館 シ ス テ ム に よ る 開館が ス タ ー ト し
た 。
同年10月 13 日 か ら 15 日 に か け て 、 本学図書館
の 当 番で 日 本薬学図書館協議会の 全国研修会が
約60名参加 し て 行 わ れ た 。
平成 6 年度末 に 学 内 L A N 幹線が敷 設 さ れ、
イ ン タ ー ネ ッ ト の 活用、 図書館備 え 付 け の 各種
デ ー タ ベ ー ス 検索等 に 広 く 学 内 L A N が利用 さ
れ始 め た 。 こ の 学 内 L A N を利用 し て 平成 6 年
12月 1 日 、 2 日 に 本学図書館が 当 番で第 9 回北
信越地 区医学図書館員研修会が開催 さ れた 。
平成 7 年 2 月 1 日 に 第 9 代館長 に 薬学部小泉
保教授 (薬剤薬理学) が発令 さ れ、 自 己点検 ・
評価、 図書館の増改築、 利用者サ ー ビ ス の 改善
等 の 課題 に 取 り 組 ん で い る 。
( 附属 図書館長 小泉 保)
